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１－１．概   要 

水圧式波高計（ＨＪ－６００G  Hunter Junior24Gシリーズ）は、海底に設置し、使用します。中間層に吊り下げて設置し、

使用することもできます。圧力センサーによる水圧を、サンプル間隔（通常：０．５秒）で測定し、測定時間分のデータを、ＳＤカ

ードに収録します。 

測定終了毎に、ビルトイン MagicProcessorK（波浪データ処理ソフト）によって一般的な波浪のデータ処理を実行し、処

理結果をテキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．ＴＸＴ）にしてＳＤカードに保存します。観測終了時に、このファイルをチェックすることで

観測結果を確認できます。測定時間２０分、測定間隔２０分で２００日以上、波高の観測ができます。 

 

＊ＨＪ－６００Ｇは、パワーオン時に、ネット機能で時計を合わせ、測定起動します。パワーオフで測定停止します。 

＊グリーンランプ機能は、データの収録や、処理結果をソフトで判定して、取得データの状況を自動的に判定する機能です。

観測終了時に、グリーンランプ（動作確認ランプ）の点灯状態を確認することで、測定データの良否を判定できます 

＊付属のソフトで、ＳＤカードのファイルを開くと、処理結果のグラフと表を作成できます。エクセルのサンプルマクロも添付さ

れましたので、エクセルでのデータ応用範囲が広がり、利用しやすくなりました 

＊モニタリングサービスは、Ｗｅｂサーバーとの連携を強化しました。水圧式波高計（ＨＪ－６００Ｇ）のパワーオン、インターネッ

ト通信・制御装置（ＳＭ－６０１Ｇ 別売）のパワーオンだけで、波浪や流況の状況を、表やグラフして Web にアップロードで

きます 
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１－２．動作概要 

ＨＪ－６００G（Hunter Junior24G シリーズ）は、パワーオン／パワーオフと、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６

２．ｔｘｔ）の設定によって、図１－１のように制御されます。（タイムチャート参照） 

パワーオフ状態

待機状態

測定状態
動作確認ランプ点灯
サンプル間隔 測定開始 

測定終了 

測定間隔で交互に
状態が変わる

パワーオフ

（測定停止）

パワーオフ

（測定停止）

動作確認ランプ点灯
１分間隔

パワーオン  

（測定起動）  

ネット接続後
初期待機状態

初期待機状態２秒間隔

予備測定状態１秒間隔

 

図１－１ 装置の状態遷移 

 

 

１－３．ビルトインデータ処理 

ビルトイン MagicProcessorK は、表１－１の結果項目を算出できます。 

表１－１ ビルトインデータ処理項目 

波高処理項目 最高波高・周期、１／１０最大波高・周期、有義波高・周期、平均波高・周期、波数、水深、ηｒｍｓ、歪み度

（Skewness）、尖鋭度（Kurtosis）、水位、長周期最高波高・周期、長周期有義波高・周期 

 

１－４．仕 様 

表１－２ 仕 様 

構  成  名  称 型 式 仕    様    概    要 

水圧式波高計 

Hunter Junior24G 

HJ-600G 水圧:範囲0～7㎏/c㎡､精度±0.5%/FS､分解能1g/c㎡､半導体圧力ｾﾝｻｰ､絶対圧､ 

通信:COMﾎﾟｰﾄ､通信速度:1200～115200BPS､対応SDｶｰﾄﾞ:2GB～256GB(Windows ﾌｫｰﾏｯﾄ) 

寸法:365L×48φ(突起部を除く)､重量:0.8㎏､材質:ｼﾞｭﾗｺﾝ  

付属品:SDｶｰﾄﾞ､ﾃﾞｰﾀ表示ｿﾌﾄ(MsgicProcessorK48v24G 処理機能無し)､工具他 

 



 

 4 

２－１．外観図と各部名称 

 

圧力センサー 

動作確認ランプ 

（グリーンランプ） 

バッテリーケース 

測定部ケース 

リチウムバッテリー 

ＳＤカード 

電源コネクター 

パワースイッチ 

通信コネクター 

O リング 

測定部ケース 
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３－１．ケースの開閉 

ケースを開ける 

バッテリーケースの六角ボルト（Ｍ５）４箇所を、付属のボックスドライバーで緩めて抜き取ります（Photo3.1）。バッテリーケース

をつかんで、ゆっくりと引き抜きます。リチウムバッテリーが出てきますので、コネクターに無理がかからないようにゆっくり抜い

て下さい（Photo3.2、Photo3.3）。 

ケースを閉める 

Pohot3.2 のようにリチウムバッテリーを挿入して、O リングと配線に気を付けて、バッテリーケースをしっかりと押し込みます。

六角ボルトを、軽く手で絞めていき、最後にボックスドライバーで締めこみます。締め過ぎに注意して下さい。六角ボルトは、対

角の順番で締めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２．リチウムバッテリーの脱着 

リチウムバッテリーの取外し 

リチウムバッテリーのコネクターのツメ（Photo3.3）を押さえながら、コネクターを引き抜きます。(Photo3.4, Photo3.5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

リチウムバッテリーの取付け 

リチウムバッテリーのコネクターを電源コネクターに、しっかりと差し込みます（Photo3.6）。コネクターを軽く引っ張り、“ツメ”が、

しっかりと引っかかり、コネクターが抜けないか確認してください(Photo3.7)。 

注： リチウムバッテリーの脱着は、必ずパワーオフの状態で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

  

Photo3.1 六角ボルトの取り外し Photo3.2 リチウムバッテリーの接続状態 

Photo3.7 リチウムバッテリーの取付け状態確

認 

Photo3.3 コネクターのツメ Photo3.4 コネクターの取り外し Photo3.5 本体の状態 

Photo3.6 リチウムバッテリーの取付け 
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３－３．ＳＤカードの脱着 

ＳＤカードの取外し 

ＳＤカード取付け状態(Photo3.8)で、ＳＤカードを、一度押し込み、離すと、“カチッ”と音がして、ＳＤカードが、“ピョン”と抜けま

すので(Photo3.9)、指でつまんで取り外してください。 

ＳＤカードの取付け 

ＳＤカードの接点（金メッキ部）が、緑の回路基板側になるように、ＳＤカードを軽く差し込みます(Photo3.9)。更に、“カチッ”と音

がするまで、押し込みます。指を離しても、Photo3.8 の状態で安定していることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．パワーオン／パワーオフ 

パワーオン 

パワースイッチのノブを、Photo3.10 の状態から、Photo3.11 の状態にスライドします。動作確認ランプが、１０秒間点灯します

(Photo.313)(Photo3.14)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーオフ 

パワースイッチのノブを、Photo3.11 の状態から、Photo3.10 の状態にスライドします。 

注１： ノブのスライドが、指で難しい場合は、Photo3.12 のように小型のマイナスドライバーなどを利用してください。 

  

Photo3.8 ＳＤカード取付け状態 Photo3.9 ＳＤカード取外し状態 

Photo3.13 動作確認ランプの点灯状態（装置内部） Photo3.14 動作確認ランプの点灯状態（装置外部） 

Photo3.10 パワーオフ状態 Photo3.11 パワーオン状態 Photo3.12 小型ドライバーでオン／オフ 

ノブ 
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４－１．測定起動準備 － ［関連項目 設定値の説明］ 

パワーオンで、本体の測定を起動する前に、測定条件の確認と、変更を行います。ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ

６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で編集し、ＳＤカードの測定条件設定ファイルを上書きすることで、設定変更します。 

１．本体のパワーオフを確認して、ＳＤカードを取り外します。パソコンのＳＤカードアダプターにＳＤカードを装着します。 

２．SDカードのドライブ（下例ではＪドライブ）を、”Windows エクスプローラ”で見ると、下図の４個のファイルを表示します。（下

例では装置の機械番号下３桁：００２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開き、測定条件を変更します。標準の測定条件設定フ

ァイルの内容は、下記のようになっています。 

======== ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔの内容 ============== 
02:Start measurement of HUNTER Junior(y/n); y 
04:Reset HUNTER Junior(y/n); n 
11:Measurement time; 20(min.) 
12:Measurement interval; 20(min.) 
13:Sampling interval;  0.5(sec.) 
62:The Current meter is installed upwards(y/n); n 
 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 

======================================== 

４．例えば測定間隔を６０分、圧力センサーの海底からの高さを１ｍに変更する場合は、1２項、２１項を下記のように変更しま

す。 

12:Measurement interval; 60(min.) 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 1.00(m) 

５．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を変更した場合は、上書きしてください。変更しない場合は、上書きする必要はあり

ません。ＳＤカードを、パソコンのＳＤカードアダプターから取り外し、本体に装着します。 

 

設定値の説明 

02:Start measurement of HUNTER Junior (y/n); ｙ  02:WAVE HUNTER の測定を開始します(y/n); ｙ 

［ｙ］では、パワーオンですぐに測定を起動します。［ｎ］では、本体は、保管状態になります。 
04:Reset HUNTER Junior(y/n); n    04:HUNTER Junior をリセットします(y/n); n 

［ｙ］では、パワーオンですぐに、本体をリセット（初期化）します。 

11:Measurement time; 20(min.)    11:測定時間; 20(min.) 

測定時間（１～６０分）を指定します。 

12:Measurement interval; 20(min.)    12:測定間隔; 20(min.) 

測定間隔（１～２４０分）を指定します。 

13:Sampling interval; 0.5(sec.)    13:サンプル間隔; 0.5(sec.) 
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サンプル間隔（１．０，０．５，０．２，０．１ｓｅｃ）を指定します。 
62:The Current meter is installed upwards(y/n); n  62:流速計は上向きに設置します(y/n); n 
HJ-603G（本体）の電磁流速センサーを、上向きで使用する場合は［ｙ］にします。流向の判定のために必要です。 

21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 21:海底からの圧力センサーの高さ; 0.50(m) 

水圧変動を水位変動に換算する式に必要です。圧力センサーは本体内に取り付けられています。圧力センサーの海底から
の高さ（ｘｘ．ｘｍ）を、できるだけ正確に指定します。 

22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.)  22:主波方向の範囲; 0～359(deg.) 

沿岸での波向観測では、陸からの波はないと考え、装置を設置した、海岸線の海側の方位の範囲を指定し、主波向の計算に、
正しい指標を与えます。常に、磁北から、時計回りの角度で指定してください。また、磁北をまたぐ時も、３３０～４０のように、
時計回りで、指定してください。 

26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 26:真北と磁北の間の角度偏差; 0(deg.) 

真北と磁北の偏角を逆時計回りで指定します。東京では７°。ゼロを指定した時の処理結果は、磁北からの向きになります。 

 

測定条件書換え例 

例１．サンプル間隔０．２sec、測定時間１０分、測定間隔１０分、水圧計の海底からの高さ１．０ｍ 

02:Start measurement of HUNTER Junior (y/n); ｙ 
04:Reset HUNTER Junior(y/n); n 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 
13:Sampling interval; 0.2(sec.) 
62:The Current meter is installed upwards(y/n); n 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 1.00(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.)  
 

図４－１．動作タイムチャート 
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４－２．測定起動 － ［関連項目 収録データを素早く確認 設定値の説明］ 

１． 本体のパワーオン後、下記の順序で動作して測定起動されますので、確認してください。 

ａ．動作確認ランプが１０秒間点灯して、消灯します。本体はネット接続のプロセスを開始します 

ｂ．予備測定状態になり、動作確認ランプが１秒間隔で点滅します 

ｃ．３０秒程度でネット接続し、本体の時計を合わせます。この時の通信で、動作確認ランプが高速で点滅します 

ｄ．本体は、次の測定開始時刻を設定して、測定待機状態になります。 

ｅ．最初の予備測定開始までは、動作確認ランプが２秒間隔でゆっくりと点滅し、正常な測定起動を知らせます 

２．最初の予備測定が開始されると、Ｐｈｏｔｏ４．１、Ｐｈｏｔｏ４．２の写真のように動作確認ランプが１秒間隔で点滅します。１分

後に本測定状態になり、動作確認ランプは、サンプル間隔で点滅します。図４－１の動作タイムチャートを参照してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定時間を経過して、その測定を終了すると、処理を実行（動作確認ランプが点灯する）します。処理の実行終了後に、デ

ータと処理結果を COM ポートに出力します。（動作確認ランプが、不規則に点滅する） 

注１：正常に測定起動した場合は、ＳＤカードの処理結果テキストファイル（ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）の過去データは消去され、処理結

果Ｒファイル（ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）、マスターファイル（ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）は新しいデータで上書きされます。パワーオンの前

に、過去のデータファイルをバックアップしてください。 

注２：パワーオン後、５分以上ネット接続できない場合、そのまま測定を続けます。再度、測定起動を試みる場合は、パワーオ

フしてから、再度、パワーオンして下さい。 

注３：パワーオン後、正常に測定起動できない場合は、動作確認ランプを０．３秒間隔で点滅して、異常（SD カードが装着され

ていないなど）を知らせます。 

注４：なんらかの事情で、装置を長期間、回収できない時があります。電圧低下による、異常動作を避けるため、本体はバッテ

リー電圧の規定値（３．０Ｖ）以下で、測定を５回続けた時点で、自動的に測定を停止し、保管状態になります。 

 

４－３．観測終了時のグリーンランプの確認 

観測を終了し、本体を海中から引き上げると、それまでの測定結果を元に、測定の良否を判定して、グリーンランプ（動作確

認ランプ）を点灯します。測定の良否によって下記の３種類の点灯、又は点滅します 

ａ．正常な測定が９５％以上： 連続点灯 

ｂ．正常な測定が５０～９４％： １秒点灯／１秒消灯の点滅 

ａ．正常な測定が０～４９％： ０．０１秒点灯／１．９９秒消灯の点滅 

注１．空中での測定ではグリーンランプ機能は、作動しません。本体が海中を感知（圧力センサー水深０．５ｍ以深）してから、

３測定以上を経過した時点で有効になります。 

  

Photo4.1 動作確認ランプ消灯 Photo4.2 動作確認ランプ点灯 
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４－４．測定停止 

３－１項を参考にして、バッテリーケースを開け、パワーオフし、ＳＤカードを取り出し、５－１項を参考にして収録データを確認

します。引き続き、ＳＤカードの収録データをコピーします。 

 

５－１．収録データを素早く確認 

観測終了後に、ＳＤカードのデータを、素早く確認するには、下記の手順で行います。 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、内容を表示させます。 

 

３．前図のように、処理結果テキストファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開きます。収録された処

理結果の全てを、下図のように確認できます。 
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５－２．収録データのコピーと確認 － ［関連項目 収録データを素早く確認］ 

観測終了後に、ＳＤカードの測定データを、パソコンで確認するには、下記の手順で行います。測定した生データはマスターフ

ァイルに、本体でデータ処理された結果は、処理結果Ｒファイルと処理結果テキストファイルに収録されています。 

準備 

MagicProcesserK を実行します。ファイルが開いていれば、メニュー［ファイル－閉じる］で終了し、メニュー［ファイル－

初期化］で、適切な初期化番号を選び、MagicProcesserK を初期化します。カレントフォルダに、同じ機械番号のファイ

ルがある場合は、ファイルを、別のフォルダに移動します。機械番号が００２の場合は、下記のような”ｗｈ００２”に関する全て

のファイルを、削除、又は移動します。 

ｗｈ００２ｍ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｌ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｉ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ 

 

測定データの確認 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、ドライブの内容を表示させま

す。 

 

３．上図のように、マスターファイル（例：ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）、処理結果Ｒファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）、処理結果テキストファ

イル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、MagicProcessorK のインストールされているカレントフォルダにコピーします。 

４．MagicProcessorKを実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、処理結果Rファイルを（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）を、開

きます。 をクリックして［処理結果表］ のウインドウを表示します。処理結果ファイル（ｗｈｘｘｘｌ．ｈ１０）が作成されます

のでタイトルバーで確認します。 

５．ステータスバーの、最終収録測定番号を参考にして、処理する測定回数分を、ツールバーのリストボックス に

設定します。 のクリックで、連続処理を開始して、処理結果表を完成させます。メニュー［処理－中止］ のクリックで中

止できます。 

６．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結果グラフを表示できます。表やグラフのフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］、［グラフ］で編集できます。測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックしま

す。 



 

 12 

注．マスターファイルを処理して、取得データを確認する場合などの詳しい説明は、MagicProcessorKの取扱説明書を

参照してください。 

７．下図のように生データも表示するには、メニュー［ファイル－閉じる］で、一旦、処理結果Ｒファイルを閉じます。メニュー［フ

ァイル－開く］ で、マスターファイルを（例：ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）を開きます。メニュー［表示－生データのグラフ］ 、メニ

ュー［表示－生データ表］ 、メニュー［表示－成分流速２次元グラフ］ 、メニュー［表示－パワースペクトル］ で生デ

ータを表示します。 

 

MagicProcessorK の表示例 
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６―１．圧力センサーの保守 

Ｐｈｏｔｏ６．１が、圧力センサーの受感穴で、内部は高粘度のシリコンオイルで満たされています。装置の使用後は、付属の注

射器で、シリコンオイルを、あふれ出るまで補充して下さい。この穴が詰まると故障の原因になりますので、必ず、点検してくだ

さい。 

 

 

Photo6.1 

 

６－２．本体の保管 

使用後は、バッテリーケース、測定部ケース、各センサーに付着した海藻、貝、泥などの汚れを落とし、水道水で洗い流して、

乾燥させてから、収納ケースに入れて、保管します。Ｏリングは下記の手順で保守します。 

１．Ｏリングを傷つけないよう溝から取り外し、本体の溝と、Ｏリングの古いシリコングリスを、きれいに拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ．

６．２）Ｏリングが接するバッテリーケース側のシリコングリスも拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ６．３） 

２．付属のシリコングリスを、Ｏリングに薄く伸ばし、まんべんなく塗ります。ごみが付かないように、気を付けて、溝にはめま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Photo6.2 O リング Photo6.3 O リングが接する面 
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７－１．最大観測日数 

リチウムバッテリーは LB-403 を使用します。最大観測日数は下表のようになります。 

測定項目 
測定時間（分）／測定間隔（分） サンプル間隔 0.5 秒 

20／20 20／60 10/60 

水圧 ２００ ４５０ ６２０ 

 

 


